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教育実習における学生の教育実践力についての意識に関する考察 

 

山﨑光洋（岡山大学大学院教育学研究科） 

 

 

 岡山大学教育学部では，実践的指導力を身に付けた教員養成を目的とした「教員養成コア・カリキュラム」

に取り組んでいる。また，それぞれの学生が身に付けた実践的指導力について自己評価できるよう「教職実

践ポートフォリオ」を作成し，試行を始めている。今回，「教職実践ポートフォリオ」の自己評価の指標と

関連させて，実践的指導力を獲得，あるいは発揮できる場である教育実習（主免実習）を通して，学生が自

らの教育実践力がどのように変化したと考えているのかを調査した。本稿では，その結果を基に，教育実習

（主免実習）における学生の教育実践力についての意識を考察する。 
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Ⅰ はじめに 

 岡山大学教育学部では，「学習指導力」「生徒指

導力」「コーディネート力」「マネジメント力」の

４つの力で構成された教育実践力を身に付けた実践

的指導力のある教員の養成を目的に，教育実習・体

験的授業科目を軸（コア）にした「教員養成コア・

カリキュラム」に取り組んでいる。 

 一方，１年次から４年次までの積み上げ方式で行

われる教育実習や体験的授業科目に対応して，それ

ぞれの時期に応じ身に付けるべき具体的な教育実践

力を明示し，示された指標によって学生が自己評価

できるよう「教職実践ポートフォリオ」が作成され，

その一部が試行されている。なお，この「教職実践

ポートフォリオ」は，教育実習の事前・事後指導や

４年次に開講される「教職実践演習（仮称）」等で，

教育実習における課題意識を明確にしたり，身に付

けた実践的指導力を振り返ったりするために活用す

ることが考えられている。 

「教職実践ポートフォリオ」は，試行を重ねながら

自己評価の指標を検討している段階である。教育実

習を通して獲得，あるいは発揮されることが期待さ

れる教育実践力と，実際に行われる教育実習の置か

れた状況についての検討が加えられ，育成しようと

する教育実践力と教育実習の実施内容が改善され，

一層充実したものになっていくと考える。 

 本稿では，小学校及び中学校教育コースの学生を

対象に，主免実習を通してどのような教育実践力が

身に付いたと考えているかを調査し，主免実習にお

ける学生の教育実践力についての意識を考察する。 

Ⅱ「教職実践ポートフォリオ」の自己評価の指標と 

自己評価 

「教職実践ポートフォリオ」は，１年次から４年次

までの積み上げ方式で行われる教育実習や体験的授

業科目に対応して実施される。小学校及び中学校教

育コースの学生に対して平成 20 年度の主免実習後

に試行された自己評価では，教育実践力を構成する

４つの力についての指標と，自己評価の結果は次の

ようになっている。 

１ 学習指導力 

①教科等の目標や児童・生徒の発達の段階に応じた教材

・教具を選定し，授業を構成することができたか。 

②教科等の目標や児童・生徒の発達の段階に応じた学習

指導案を作成し，それに沿って授業を進めることがで

きたか。 

③発問や板書計画等の細案を作成し，計画的に実行する

ことができたか。 

④実施した授業を分析して問題点を見いだし，改善が必

要な点を明らかにすることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 学生の自己評価結果（学習指導力） 

原  著  
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２ 生徒指導力 

①心身や社会性の発達等，児童・生徒の発達的特徴を，

学校生活を通して具体的に理解し，指導に生かすこと

ができたか。 

②児童・生徒の学校・家庭・地域での遊びや生活に関心

をもち，それらと学校生活との関連を見いだすことが

できたか。 

③学校・学級でみんなが楽しく生活するために必要な基

本的な社会規範やルールを理解し，児童・生徒に指導

することができたか。 

④児童・生徒との共感的なコミュニケーションや，状況

に応じた働きかけを実践することができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学生の自己評価結果（生徒指導力） 

 

３ コーディネート力 

①学校と保護者や地域との連携・協力の大切さを踏ま

え，連携・協力が求められる活動に参画することがで

きたか。 

②学級経営，教科指導，生徒指導等について，教育実習

生同士で協働して実践することができたか。 

③学級経営，教科指導，生徒指導等について，教職員と

連携・協力して実践することができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 学生の自己評価結果（コーディネート力） 

 

４ マネジメント力 

①学年行事や学校行事の年間指導計画を基に，それらの

役割を考え，進んで運営しようとすることができた

か。 

②児童・生徒が健康・安全に過ごせるよう教室環境を整

えることできたか。 

③学習指導計画，実習日誌，実習レポート等を，スケジ

ュールに沿って提出することができたか。 

④児童・生徒の個人情報，学年や学校の情報を，適切な

方法で管理することができたか。 

⑤教育活動中に起きた様々な出来事に冷静に対応する

ことができたか。 

⑥応用実習に向けて，自分なりの課題を見付けることが

できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 学生の自己評価結果（マネジメント力） 

 

 自己評価結果を見ると，学習指導力では「④実施

した授業を分析して問題点を見いだし，改善が必要

な点を明らかにすることができたか。」，生徒指導

力では「④児童・生徒との共感的なコミュニケーシ

ョンや，状況に応じた働きかけを実践することがで

きたか。」，コーディネート力では「②学級経営，

教科指導，生徒指導等について，教育実習生同士で

協働して実践することができたか。」，マネジメン

ト力では「④児童・生徒の個人情報，学年や学校の

情報を，適切な方法で管理することができたか。」

と「⑥応用実習に向けて，自分なりの課題を見付け

ることができたか。」について「十分できた」と高

い評価をしている。一方，学習指導力や生徒指導力

では，いずれの指標においても「あまりできなかっ

た」と評価している学生は多くないが，コーディネ

ート力の「①学校と保護者や地域との連携・協力の

大切さを踏まえ，連携・協力が求められる活動に参

画することができたか。」と，マネジメント力の「①

学年行事や学校行事の年間指導計画を基に，それら

の役割を考え，進んで運営しようとすることができ

たか。」では低い評価をしている学生が多い（図１

～４）。また，教育実践力を構成する４つの力を比

較すると，「十分できた」と評価した学生の割合で
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比較すると，マネジメント力，コーディネート力，

学習指導力，生徒指導力の順になる。学習指導力と

生徒指導力に関しては，「概ねできた」と評価する

学生が多く，「十分できた」と評価する学生は必ず

しも多くない。しかし，「あまりできなかった」に

注目するとコーディネート力の評価の低い学生が多

い（図５）。４つの力の具体的な自己評価の指標に

ついては「できたか。」という行動で問うているた

め，そのような機会があったかどうかという状況に

左右されていることも考えられる。しかも，教育実

習を通して獲得された力が，どの程度あると考えれ

ばよいのか判断しにくい。教育実習を通して向上し

た教育実践力は何であろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 学生の自己評価結果（４つの力の比較） 

 

Ⅲ 教育実践力の獲得に関する学生のとらえ方 

 平成 21 年度の小学校及び中学校教育コースの学

生に，平成 20 年度と同様の自己評価の指標の文末を

「できたか。」ではなく「できる。」に変え，教育

実習（主免実習）を終えた時点で，最も向上したと

考える指標と最も向上しなかったと考える指標につ

いて回答させた。 

 それぞれのコースの結果を示すと，次のようにな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 向上した学習指導力（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 向上した学習指導力（中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 向上した生徒指導力（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 向上した生徒指導力（中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 向上したコーディネート力（小学校） 
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図 11 向上したコーディネート力（中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 向上したマネジメント力（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 向上したマネジメント力（中学校） 

 

 学習指導力に関しては，どちらのコースの学生も

「④実施した授業を分析して問題点を見いだし，改

善が必要な点を明らかにすることができる。」が最

も向上したと回答し，「①教科等の目標や児童・生

徒の発達の段階に応じた教材・教具を選定し，授業

を構成することができる。」が最も向上しなかった

と回答している。 

 生徒指導力に関しては，どちらのコースの学生も

「④児童・生徒との共感的なコミュニケーションや，

状況に応じた働きかけを実践することができる。」 

が最も向上したと回答しているが，中学校教育コー

スの学生に特に多い。また，「②児童・生徒の学校

・家庭・地域での遊びや生活に関心をもち，それら

と学校生活との関連を見いだすことができる。」が

最も向上しなかったと回答しているが，こちらは小

学校教育コースの学生に多い。 

 コーディネート力に関しては，どちらのコースの

学生も「②学級経営，教科指導，生徒指導等につい

て，教育実習生同士で協働して実践することができ

る。」が最も向上したと回答し，「①学校と保護者

や地域との連携・協力の大切さを踏まえ，連携・協

力が求められる活動に参画することができる。」が

最も向上しなかったと回答している。 

 マネジメント力に関しては，どちらのコースの学

生も「⑥応用実習に向けて，自分なりの課題を見付

けることができる。」を別にすれば，「②児童・生

徒が健康・安全に過ごせるよう教室環境を整えるこ

とできる。」が最も向上したと回答し，「①学年行

事や学校行事の年間指導計画を基に，それらの役割

を考え，進んで運営しようとすることができる。」

が最も向上しなかったと回答している。 

 

Ⅳ 教育実践力の獲得に関する現状と課題 

 学習指導力に関しては，学生が最も向上したと回

答した④の指標と平成 20 年度の最も高かった自己

評価の指標が一致している。最も向上したと考える

理由を挙げると， 

・最初の授業と比べて，最後の授業では，冷静に自分の授

業を振り返ることができ，次どうしたらよいか，考える

ことができた。 

・授業後の反省会を通じて，問題点を明らかにし，次の授

業にどのようにつなげるのかを教育実習中は，徹底して

行った。 

・実際に授業を行うことで，書面上では分からなかった時

間配分，児童への反応，机間指導の難しさを知ることが

でき，今後の課題を見出すことができた。 

・たくさんの実地授業を参観，まとめの会に参加し，様々

な視点から改善点を見つけることが出来た。実習でしか

中々できないことだと思う。 

などで，授業に関する検討会，反省会が繰り返され

たことがうかがえる。「実際の授業場面でなければ

見つからない課題が多く見つかった。」という記述

も多く見られ，教育実習を通して獲得した力として

実感しているものと考えられる。 

 一方，①を最も向上しなかった指標として回答し

た理由は， 

・教材は担任の先生や教科担当の先生に与えられたもので
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あり，自分で考えるのは｢それらを使ってどのように学

習し何を子どもたちが得るのか｣というところからであ

ったため。 

・実験など，もともと決められた道具を使った授業が多か

ったので自分で選定する機会が少なかった。 

のように，教材の選定をする機会がなかったことを

挙げている。しかし， 

・教材研究が不十分だった。知識がなさすぎた。 

・生徒の発達の段階というものを具体的に意識できなかっ

た。 

・子どもたちがどんなものに興味を持ち，どのようなもの

を使ったらわかりやすくなるのかを考えるのは難しか

った。 

のように，機会はあっても教科の目標や児童・生徒

の発達の段階に対する理解が十分でなかったことを

実践を通して感じている学生も多い。 

 生徒指導力に関しても，学生が最も向上したと回

答した④の指標と平成 20 年度の最も高かった自己

評価の指標が一致している。最も向上したと考える

理由を挙げると， 

・最初は児童が何を考えているのかわからなかったが，最

後には児童の考えや想いに共感することができ，コミュ

ニケーションができた。 

・日数をかさねるごとに，子どもたちとのコミュニケーシ

ョンや働きかけはどうすればいいのか少しずつではあ

るが，分かってきた。 

・今まで中学生と関わる機会がほとんどなかったのでよい

経験となり，生徒と教師としてのコミュニケーションを

構築できた。 

・休み時間，昼休みと時間を作り，生徒とのコミュニケー

ションを積極的にとった。 

などがあり，この指標に関しては実習前の段階から

積極的に取り組もうと考えていた学生が多かったよ

うだ。その結果の自己評価と考えられる。 

 一方，②を最も向上しなかった指標として回答し

た理由は， 

・児童の家庭での様子や地域との関わりについては，あま

り深く知ることができなかった。 

・子どもの家庭でのことなどは，あまり子どもと話すこと

がなかった。プライバシーもあるので，こちらもあまり

聞くこともできなかった。 

・家庭・地域での遊びや生活の様子を知る機会があまりな

く，関連づけることができなかった。 

など，広範囲な学区から児童・生徒が通っているた

め，家庭や地域について知る機会を持ちにくいとい

う附属学校の特徴が原因ということができる。 

 コーディネート力に関しても，学生が最も向上し

たと回答した②と最も向上しなかったと回答した①

の指標と，平成 20 年度の最も高かった自己評価及び

最も評価の低かった自己評価の指標は一致してい

る。最も向上したと回答している②は， 教育実習生

同士の協働についてで，学生の置かれた立場を考え

ると当然もと考えられる。最も向上しなかったと回

答した①の理由には， 

・保護者や地域の方々と接する機会がほとんどなかった。 

・まだまだ，学校という組織の一部として動くことは難か

しく，コーディネート力については，努力が必要である。 

などが挙げられており，保護者や地域の人々と関わ

る機会が少なかったことと，それらは担任個人とい

うより学校組織として関わることが多いという特性

によるためと考えられる。 

 マネジメント力に関しては，平成 20 年度の自己評

価結果では評価の高かった④は，向上したとはとら

えていないようである。学校や個人の情報の管理に

ついては，当然のこととして受け止めているのだろ

う。学生が向上しなかったと回答した①の理由とし

て， 

・年間指導計画を目にする機会がなかった。 

・インフルエンザの影響で，行事がほとんど中止，または

延期になってしまった。 

というように，短期間の教育実習では，年間指導計

画を意識する機会は少なく，また，限られた行事に

携わることにも困難が考えられる。教育実習の期間

や期日によるところが大きい。 

  これらの回答結果からすると，教育実習で向上し

たと考える教育実践力と自己評価には，それほど大

きなずれはないものと考えられる。しかし，教育実

習を行う期間や附属学校の特性を考慮し，学生にと

って教育実習の成果として評価できる自己評価の指

標をさらに工夫していくことが求められる。 

  ４つの力の自己評価の具体それぞれに対する回答

の傾向は，小学校教育コースと中学校教育コースの

学生では，それほど大きな違いは見られなかった。

しかし，教育実践力を大きく４つの力として見た場

合は，小学校教育コースと中学校教育コースでは，

とらえ方が違うことが分かる。小学校教育コースの

では，生徒指導力が最も向上したと回答している学

生が多いのに比べ，中学校教育コースでは，学習指

導力が最も向上したと回答している学生が多い。同

じ教科の授業を繰り返す中学校と比較し，違う教科
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の授業を実施することの多い小学校では学習指導力

の向上を実感しにくいのかもしれない。また，一日

同じ児童と接する小学校では， 

・子どもたちを目の前にして，実習前には分からなかった

子どもの実態や発達段階，またそれに対する具体的な手

立てを学び，実践し，結果として効果を見ることができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 一番向上した教育実戦力（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 一番向上した教育実戦力（中学校） 

 

 

・｢子どもと毎日直接的に関わる中で学んだこと｣という

のが，私の中で一番大きい。接するたびに得るものがあ

った。 

のように，授業以外の場面で児童とかかわる機会が

多かったためと考えられる。校種によるこのような

違いを自己評価の指標にどのように反映させるかも

今後の検討課題ということができる。 

 

Ⅴ 終わりに 

 「教職実践ポートフォリオ」の自己評価の指標は，

学生が自らの教育実習を振り返る指標としてだけで

なく，身に付けるべき教育実践力の具体を示すもの

となる。育成すべき教育実践力を身に付けることが

できる教育実習となるよう実習の内容を充実させる

と同時に，教育実習だからこそ育成あるいは発揮さ

れる教育実践力とは何かを十分吟味し，学生にとっ

て一層意味のある指標となるよう検討されることが

期待される。 
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